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は じめ に

　チ ベ ッ トがイ ン ドの 天部の神 々 を ど の よ うに受容して きたか ，また ，チ ベ ッ ト密教に お ける

天部に関わ る修法儀軌など の 詳細 な研究は，わが 国で は少ない
。

　現在，チベ ッ ト仏教の 各派で はそれぞれ独 自の 天部に関する儀軌次第を擁 して い る 。 それ ら

の 儀軌 はイン ド伝 来の 天部の 称讃 （stotra ）と成就 法 （sadhana ）を基 に，実際に機能す る もの

と して構成 され た もの で あ り，プ トン の 著作に依る儀軌次第な ど，その 殆 どは 15世紀以 降に完

成された もの で ある 。

　今 回は就 中，毘沙 門天 と辯才天 に限 り，現在の チ ベ ッ ト仏教の 各派で 実際 に行わ れ て い る 「許

可 （ijes　gnang ）」などの 伝授体験を通 して ，そ の 儀軌の構造，及び修法 内容 とその 特徴を明 ら

かに し，かつ またチ ベ ッ トにおける天部の 受容形態 と現在 を紹介 した い 。 さらにこ の種 の 研究

の 取 り扱 い 方な ど に つ い て 言及 して み た い 。

1　 密教経軌 に おける天部

　イ ン ドに おける宗教，併びに哲学思想 を語る とき天 （deva・神）を外 して あ り得な い 。 また

仏教経典に おける釈迦成道に つ い て も，梵天勧請な ど何らかの 意味で 天部が 関わ っ て い る 。 ま

た密教にお い て最も重要な曼荼羅の 作壇 に つ い て も必ず地神に借地の 許可 を得るな ど，天 部と

の 関わ りは特に顕著で ある 。 しか し密教経軌の中で はそ れ ら天 部
ω

は外金剛部として取 り扱わ

れ 、内なる密教 に対して ，外と表現され る場合が ある 。 そ して また，ヒ ン ドゥ
ー

の神々 の処遇
　 　 　 　 　 　 しもべ

は仏 ・菩薩の僕 として ， 或 い は諸仏 を称讃し ， そ の御徳を誉め 称える存在として登場させ るだ

けで な く，や がて は入壇 させて金剛名号を授 け，自らの威徳 はその ままに曼荼羅の
一
員に加え

て行 くとい う特異 な方法 を採 っ たの で ある 。

1．1　 『大 日経』 に お ける天部

　行 タ ン トラ （caryatantra ）の 代表で ある 『大 日経』の 「持明禁戒品十五 」に は 「帝釈や梵の

諸天，ピ シ ャ
ーチ ャ，マ ホー

ラガ，羅刹 な どが遠方 よ り来た りて敬礼 し， ＿＿ マ ー
トリカ

ーな

ど持真言者 を見た と き礼拝す るで あろ う」 （chi．大正 18．p．38a，　tib．　TohNo ．216a−b）と，持真言者

（gsang　sngags
’
dzin　pa）に諸天が敬礼する姿が説か れて お り， また当経の 「住心品第

一
」には

「世間の 天なる者 も真言教法 の 実践儀軌で 諸有情を利益せん とする者は勤勇者 と言われ る （若諸

天世 間　真言法教 道　如是勤勇者　為利益衆生故）」（chi、T．18、p、4e，　tib．　Toh．no ．494．182a）とあ り，
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善無畏の 『大 日経疏』は 「世天 等も悉 く是 れ毘盧遮那 な り。 何 ぞ浅深の 別 あ らん」 （chi ．IL39．

p．649b）と釈 して い る。すな わ ち，た と い 天部で あ っ て も真言教法 を実践 し衆生 利益 に勤修す

る者は毘盧遮那の 本誓を担 う大勤勇 （maha −vira ）で ある こ とが指摘 され て い る の で ある 。 また

「世 ・出世護摩法品第二 十七 」に は，「復次秘密主往昔
一

時我為菩薩行菩薩行住於梵世　時有梵

天 間我言大梵我 等欲知火有幾種時我如是答言。 所謂大梵天　名我慢 自然　次大梵天子　彼簸

囀句 （pavaka）＿．」（chi．大正 18．p．42c−43a）とあ り，世尊毘盧遮那が 菩薩 （未現等覚位）で あ っ

た とき，すなわ ち梵世 にあ っ た と きに吾 に梵天が火天 に幾種 あるか と質問 した こ とに対 して ，梵

天 の 子 pavaka を初め と し，　 Yogantagiに至る まで 四十四天がある こ とを演べ た とある 。 それは

『大 日経疏』に よれ ば，「外典 の 浄行の 韋 陀 （veda ）論の 中に火祠の 法あ り，然 も大乗真言 に も亦

火 法あ り。 然 る所以 は，
一

類 を摂伏せ んが為 の 故に 仏，韋陀の 事 を以て 摂伏す 。 ．．．（中略）．．．自

ら本性 に梵王 とな りし時，外 の 韋陀の 法 を演 べ た りと，説 きて 彼の 邪宗の 心 をして伏せ しめ、

然 して 後に此 の 真言門の 正行 を説 き給ふ」（chi ．大正 39．p．779a）と釈 して い る 。 それ故 に続い て

経典に は，「我復成菩提　演説十二 火　智火最為初　名大 因陀羅 （mahendra ）．＿．．．十二 火謨賀

那 （mohana ）」 （大正 39．p．43c）とある 。 すなわ ち世尊が未 だ正覚 を成せ ず曉知する所 なき折，

如上 の 四 十四種 の 火法 を演 べ たが．今、正覚を成 じた と きに 真法の トニ 火を演説 した と言 う。

『大 日経疏』は，「所謂火の 自性 とは即ちこ れ如来の
一

智光 な り。 仏 の 説 を作 し給 う所以 は，諸

の 外道 を伏 して 邪正 を分別 して ，彼 を して 真の 護摩 を知 ら しめ ん と欲 す」 （大正 39．p．780b） と

釈 して い る ように，あ くま で も密教の 護摩は智火を以 て 無始以来の 無明の 薪 を焼 くにある と し

て い る 。 こ の よ うに火 天 にお い て もVeda 諸説の もの は外護摩 と し，密教 は内護摩 と して 区別 し

両 者の 立 場を明瞭に して い るが ，それ ら の 中に も一
つ の 天 部 と の 関わ りが見 られ る の である 。

1．2　『初会金剛頂経』に お ける天部

　瑜伽タ ン トラ （yogatantra）の 代表で ある 「初会金剛頂経』 の 第二 章 「降三世 品」には，吽

迦羅 （hnIp−kEra）印を縛 して大自在天 と郎摩妃 を踏む 姿で象徴され る 。 い わゆ る金剛忿 怒王執

金剛が三 世の 主 を降伏する こ とな どが説か れ てお り，今そ の 情況 を要約して示せ ば次の よ うで

ある 。 初め に
一
切の 諸天が 世尊毘盧遮那 に救済 と教化を願 うと，世尊 は教令 されて言 うに

“
汝

らを救済で きな い
”

と。 代わ りに執金剛に頼め と告げられ る 。 しか し諸天 は初め執金剛 を信頼

しなか っ た 。 中で も諸天 の 長である大 自在天 は頑に反抗を露に した 。 ときに執金剛は非常に怒

り，忿怒 明咒を唱えて 大 自在天 に死 の 苦 しみ を嘗め させ た 。 す る と世尊毘盧遮那 は，
“
生命の

縁を断じ衰退 させ る な
”

と戒め られた 。 ときに執金剛 は金剛寿命明咒 （orp 　vajr
’
　Eyuh 　堀内本

Skt§708）を唱 えて大 自在天 を蘇生 させ た 。 に もかか わ らず大 自在天は
’一
死を忍ぶ こ とはで き

るが ，汝の教令 には従わない
”

と更なる反抗 を示 したの で，金剛忿怒王執金剛は凶暴 な心真言

ham を唱え．再度大 自在天 に悲痛を与え圧 迫 を加えた 。 そ して再度の遍入明咒を唱 えて彼 を来

させ て教訓を与えた の である 。 ときに仏慈愛真言 （orp 　buddha　maitri 　rakSa 堀内本 Skt§729一

切仏慈護心明）を唱 えるや 否や大 自在天 の 苦しみ は消滅 し，自らの 身体 を執金剛に奉献 したの

で ある。そ の 事に よ っ て大自在天 は灰塵 で覆われた処 （bhasma−accha皿 a）と名つ くる悦意仏 国

土 に趣 き仏に生 まれ変わ り，灰塵 自在音声如来応供正等覚 として住す る 者 とな っ た の で ある 。

こ の よ うな情況の 中で大 自在天は次の ような偈 を述 べ て い る 。
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“
ああ，

一切仏 （正等覚）の 仏智は無上な り

　　われは刹那 に殺 されて 涅槃位 に安立なさ しめ給 う
”

（堀内本 Skt§733 想定偈）

と。

　ときに執金剛は大自在天 を生起 させ ，毘紐 （Visnu）な ど の 諸天 を呼召 し て教令を与え
， 順次

に入壇せ しめ て 金剛名号を授け，諸天の 各 々 が 具有する威徳は そ の ままに密教所説の 曼荼羅に

職位を与えて 外金剛部として そ の 一員に加えた の で あ る 。

2　チベ ッ トにお け る天部

　チ ベ ッ ト仏教の 主 流が密教 で ある こ と は 言うまで もな い が ，チ ベ ッ トが受容した天 部 につ い

て も上述の 如 く密教思想が把 えた 天部観 を基 と して い る 。 したが っ て，主 として 日本 の 密教寺

院で 祀 られて い る毘沙門天 ， 辯才天，大黒天，聖天な どが 同じよ うにチ ベ ッ ト寺院で も祀 られ信

仰されて い る の で ある 。 特 に リ ン チ ェ ン サ ン ボや アテ ィ
ーシ ャ に由来する西チ ベ ッ トの ラ ダ ッ

ク
， ラ ホ ール

，
ス ピテ ィ

ー
r グゲ など の 寺院に は比較的古 い 壁画な どが残され てお り，チ ベ ッ

トが 受容 した歴史の 古さを物語 っ て い る 。

　所で ，そ れ ら天部諸尊の 中で今回は毘沙門天 と辯才天 の 二 天 の み を取 り挙げ，また実際に現

在チ ベ ッ ト寺院で修法され て い る もの の 調査経験を基にそれ らの 特徴を明 らかに して みた い 。

3 チベ ッ トにお け る天部の 受容 と実態

　筆者は 1978 年，第
一

回ラ ダ ッ ク調査
ω

をかわ き りに続 く 1985 年 t 第一
回密教学問寺ギ ュ メ

に お い て 大黒天 の 修法を （清風学園 1985）， 本格的に は 1998 年か ら毘沙門天修法調査 な ど北村

（1987；1999；2000a；2000b；2001a；2001b；2002；2005a；2005b；2006；2008 ；2010a；2010b；2011a；

2011b ：）， 約 30 年に亘 っ て現地調査 を行っ て きたが t 現在チ ベ ッ ト寺院の各派 ではそれぞれ独

自の 天部 に関する 儀軌次第 を擁 してお り，実際に機能する儀軌次第を完成 して い る 。 その 内容

は，イ ン ド伝 来の 天部の 称讃 （stotra ）と成就法 （sadhana ）を基に，各派にお い て最 も重要 と

する本尊の 灌頂や曼荼羅儀軌に伴 う諸尊の 勧請や供養，及 び撥遣 に至 る まで の 阿闍梨と弟子の

所作 に関わる諸次第も応用 され て お り，そ の 中で もプ ト ン や ツ ォ ン カ バ に よ っ て 著 され た 儀軌

次第の 依用が そ の 中心をな して い る 。 それ 故に，それ ら儀軌次第の 殆 どは 15 世紀以降に完成

され たもの と考えられ る。

　したが っ て こ の種の 研究を進め る に あた っ て は，修法 は別 と して もイ ン ド伝来の 経軌と，各

派に伝わる儀軌次第の 両者の 検証が不可欠で あ る こ とは言 うまで もない が ，そ の ため に研究対

象とすべ き経軌 と，実際に入 手し得た伝承儀軌を挙げる と以下の よ うに なる 。

A ．毘沙門天

1）チ ベ ッ ト大蔵経に見る イ ン ド伝来 の 経典儀軌

　（1）『柳葉宮殿経 （Alan諏ya−s口tra）』 （Toh．no ．33）

　（2）『仏説毘沙門天王経』 （Toh、no ．656− 1061）
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　（3）『大毘沙門天成就法』 （Toh．no ．3730）

　（4）『大毘沙門天作業儀軌成就法』 （Toh ．no ．3731）

　（5） 『毘沙門天儀軌』 （Toh．no ．3734）

　（6） 『毘沙門天儀軌』 （Toh ．no ．3735 ）

　（7） 『毘沙門天儀軌』 （Toh ．no ．3736）

　（8）『満賢成就法」（Toh，no2666 ）

2）宗派伝承儀軌及び全集 に収録 される もの

　（D 『大毘沙門天能依 ・財産・無量寿 ・吉兆請召儀軌成就』 ［広本］カ ル サ ン 活仏 （AD ．1887）

　　　著，ゲル ク，ニ ン マ 派依用次第

　（2）『大毘沙門天奉献供養次第悉地宝庫」［略本］ク ン デ ィ ン ・ギ ャ ム ッ ォ
ー

（A ．D ．1476− 1542）

　　　著，ゲル ク派依用次第

　（3）『三財宝神諸事如意護摩所作理趣』 ロ サ ン ・ツ ル テ ィ ム （A ，D ，1714− 1810）著，ゲ ル ク

　　　派依用護摩次第

　（4）『馬頭秘密集会護法神 ・具赤鎗毘沙門天 の 御作業 と命根 の 次第 日光索』 パ ドマ ・ギ ャ ル

　　　 ワ ン ・ジ ン レ ・ド
ー

ドル ツ ァ ン 著，カ ギ ュ
・ニ ン マ 両派併修次第

　 （5）『パ ボ ン ・カ ワ全集』巻 6

　 （6） 「プ トン全集』 プ トン （AD ，1289− 1364）著 『毘沙 門天 王 の 現観 ＿．現望 出現』（Toh．

　　　no ．2162）t 『秘密主 青衣に 対する願門 に よる礼讃』 （Toh ．no ．5163），『毘沙門天王 の 許可

　　　灌頂作法』（Toh．no5164 ）『毘沙門天画法』（Toh ．no5i65 ），『毘沙門大王礼讃文
一

』（Toh．

　　　no5166 ）『毘沙門天に関す る相承系譜』 （Toh ．no ．5170 （32））

　 （7）『ポ トン 全集』ポ トン （A ．D ．1376− 1452）著

　　　 『毘沙門天王の 現観増益』

　（8）『黄毘沙門天息災安楽行成就供養作業次第』チ ェ キー ・タクパ （AD ．1595−1659）著

　 （9） 『ギュ メ全集』 巻 5， ロ サ ン ・ゲ レ を中心 とする経軌
・成就法の 収録

　 （10）『毘沙門天王法儀』 （ウ メ書体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他

B．辯才天女

1）チ ベ ッ ト大蔵経 に 見 られ るイ ン ド伝来の 称讚 （stotra ）と成就法 （sadhana ）

　（1）辯才天女讃 （Sarasvatl−stotra ）

　　  『吉祥辯才天女讃』 （Toh ．no ．738）

　　  『辯才天女讚』 （Toh．no ．3704）

　　  『梵天童女辯才天 讚成就語光明』（Toh．no ．3698）

　（2）辯才天女成就法 （Sarasvati−sadhana ）

　　  『金剛大楽辯才天 女成就法』 （Toh，no ．1943）

　　  『辯才天女成就法』 （Toh ．no 。3223）

　　  『金剛辯才天成就法』 （Toh ．no ．3224＞

　　  『辯才天成就法』 （Toh．no ．3225）

　　  『聖金剛辯才天成就法』（Toh．no ．3551）
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  『大辯才天 成就法』 （Toh．no ．3552）

  『金剛辯才天 成就法』 （Toh．no ．3553）

  『金剛辯才天 成就法』 （Toh．no ．3554）

  『金剛琵琶辯 才天 女成就法」 （Toh．no ．3555）

  『金剛辯才天成就法』 （Toh．no ．3556）

  『金剛辯才天成就法』 （Toh．no ．3557）

  『金剛辯才天成就法』 （Toh．no ．3558）

  『辯才天成就法』 （Toh．no ．3697）

  『梵天 童女辯才天讃成就光明』 （Toh．no ．3698）

  『吉祥．金 剛辯才天女成就法』 （Toh．no ．3699）

　 ＊ S且dhana−ma 隠 （Bhattacarya） に 8 種，　 s五dhana161 ＿168）skt あ りっ

2）各派伝承儀軌

　（1） 『女尊辯才天成就法 と辯才天女成就法許可」（Toh ．no5364 ） ツ ォ ン カバ 著

　（2）『辯才天女成就法，併に 許可』 ゲ ル ク派，ギ ュ トゥ タザ ン依用次第

　（3）『辯才天女成就法儀軌』 （手書 き本），ギ ュ メ タザ ン依用本

4　チベ ッ トに お け る天部の受容 と展開

　二 天 の うち t 毘沙 門天に関 して は各派にお い て比較的に信奉 され，修法の 立 場か ら も完成度

の 高い 儀軌次第 を擁 してお り，現在寺 院に お い て 年に
一度は必ず こ の 天をお祀 りし，寺院の興

隆 と人民 の 幸せ を祈願 して 修法 をなすの を恒例 として

い る 。 ま た寺院 の 入 り口外側 に 四 天王 中 の
一

護 国神と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pt

∴鷺磐黙嬾讌鍍欝鯔 　　　。墨1
異名

Cコ」
を載せ て い る 程，そ の 人気 も高 い 天部 中の

一
天 と　　　　　

囁濾 轟 ｝
．

言 える の で ある。

　実際の 修法 に つ い て は
一般民衆 の た め の 極簡単 な御授

け程度の もの か ら，最高は王族や富豪 の ため の 立体曼荼羅

（図 1）まで 建立 して 行 われ る豪華な もの もあ り，特 に そ

の 立体曼荼羅は各層に 納 入 され る薬物や 九種宝石 など の

種類 の 多さ，また そ の ため に 護摩を修する事など も含め て

日本の 比 で は ない 充実 した内容 を有っ て い る 。 またこ の

立体曼荼羅の 一層基坦 に は毘沙門天 （Vaigravarpa），第二 層

には執金剛（Vajradhara），第三層に は祖師 ツ ォ ン カ バ を配

し，共 に ア タ カーヴ ァ テ ィ
ー （Avak5vati ）宮殿 に住む もの

と して執金剛 と同
一

の 働 きを なす密教尊 とし て の 役割 を

担 わ して い る こ とが 知 られ る の で あ る．
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　 　 　 　 　 　 ゾ　　　　　マ　　　　　 　4
　 塁

蝋
」
笹ぞ裂ド茂讃 あ蟹 nyasqr 　qqUUT

図 2　勝舞毘沙門 （妙舞多聞子）

騨 鳶閃

撃 函   翰 韻 婀 韻 蠏 蝋 ら瀬・鞠 駅 醒 廟 竒職

図 3　白勝牛王毘沙門

　 （世雄多聞天土）

図 4　黄 自在毘沙門 （持 金剛鍵 黄色〉

図 5

　　　　酬 灘掴磯 餐幣 鱒鴨 鯛 腕贖 猟 諏 掴 皺

青黒兇悪毘沙門 （威猛多聞天）及 び 八 龍眷属

　と こ ろ で プ トン の 『毘沙門天画法」（Toh．no5165 ）
〔4）

には，十六臀の 勝舞毘沙門 （Nartakavara−

vaigravarpa 図 2），如意宝珠 を持 つ 白勝牛王毘沙門 （Sita−jinarSabha−vaiSravapa 図 3），棍棒 と黄

鼠を把持する黄自在毘沙門 （Gada −dharagyamapita−vai6ravapa 図 4），大宝杖 などを持 つ 赤毘沙門

（Rakta−vaiSrava4a ），塔 な どを持つ 青黒凶悪毘沙 門 （〔Nagaparivara〕Raudra−〔nllak 卿 a〕−vai 忌ravapa

図 5），シ トロ ン と黄鼠を持 つ 黄ジ ャ ンバ ラ （Pita−jambhala図 6），黒 ジ ャ ン バ ラ（KrSna−jambhala
図 7）な ど の密教色 を漂わす尊像 を挙げてお り，それ は密教思想に基づ く諸仏功徳の 権現者と し

て の イ メ
ー

ジが 強い もの で ある 。

　また，彼の 著作で ある 『毘沙門天礼讃文』（Toh．no ．5166）に は，「金剛乗門 にて灌頂 され T 諸部

の タ ン トラ蔵を保持す る者で あ り，金 剛手 として 最勝明 （Vidyottama＞曼荼羅にお い て灌頂 されて

護法尊として 任命され，他化 自在天宮 で財宝が与え られ し汝 に礼拝 し，＿＿ ．．時輪 （Kalacakra）

大曼荼羅にお い て 灌頂 され，護法 と して の 命を受け，無ニ タ ン トラ 部を護 る者に礼讃 し奉 る 」
CS）

云 々 の 礼讃文を記 して お り，明 らかに密教，更には無上瑜伽 タ ン トラの 特命 を担 う尊に しよ うと

する
’
意図が窺えるの で ある 。

　
一

方，辯才天女は白と赤の両方を伝 えて お り，特 に後者の 金剛辯才天女 （vajrasarasvatT図 8）
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《禦 “噺 軸 刷 賦

図 6 黄ジ ャ ム バ ラ （黄財神）

ミ欝 帚 獅 鱗 職

図 7　黒ジ ャ ム バ ラ （黒財神）

の 場合の 成就法にお い ては，行者自らが金剛愛 （Vajra

raga ）として生起 して，赤 （貪染）清浄の 辯才天女 と

成 っ て 衆生 に悉地 を成ずる者に なる こ とを目的 とし

て い る。すな わち，こ の 女尊の 全身が赤 （rakta ）で あ

る こ とに よ っ て ，む しろ衆生済度の 故に悪 （世俗）に

深 く染ま り行 くとい う大貪染性 （悲念）を象徴として

お り，こ の 女尊の 金剛 （vajra ）とは，空智 の 不染 ・
不

壊 ・不生の 意味で あ り，辯才天女 （Sarasvati） とは，

善逝 の 立場で世俗に悲を以 て染ま り行 く愛 （raga ）の

実践 者の 意味である 。 つ ま りこ の 女尊 に は愛 に徹す

る美麗に して魅力ある容姿で ある こ とが要求 され る
　　　　　　《ISCi＄iSKeq’

訳で あるが，主 としてチ ベ ッ トが受容 した無上瑜伽 タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 8　金剛辮才天女
ン トラ思想の 秘密義を，こ の 女尊を多面多臀化す る こ

とで そ の 全て を表現する とい う方途を見 い だしたの で ある 。 すなわ ち，こ の女尊の 三面は三解脱

（空 ・無相 ・無願 ）と赤 （貪）
・青 （瞋）・白 （癡）清浄を，六臀の蓮華は不染，剣 は断無明，剪刀

は断分別，髑髏 は無我，宝 は断貧苦，輪は 断輪廻を，二 足は 二 諦 〔に依止する〕の それ ぞれ を標

幟 してお り，これは密教思想 の表現 に伴 う儀軌次第の 無上 瑜伽的傾 向の
一

例である 。

5　修法儀式の調査研究と今後の 課題

　前述の ご と く，主 と して チ ベ ッ トの寺院に伝承 され た儀軌に 基 づ い た諸種の 修法 を体験 し，ま

た調査 を行 っ て きたが，こ こ で筆者な りの それ らい つ い て の 想い を述 べ てお きた い 。

　まず こ の 種の研究 は単なる机上 で 行 うもの で はな く，それ は 自らの体験 を以 て する他な く，特

に 厳 しい 環境で の実施には体力の 有無 も問われ，曾て の 求道者の 精神に近 い もの を持つ 必要が あ

る こ とで ある 。

　また修法に つ い て は，学術 的なもの よ りもむ しろ信仰心，及び過去の 修法経験の 有無の 方が優
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先され る 。 その 理由は実際に行わ れる関心度に も繋が り，またそれ が灌頂であれ，許可 であれ，そ

れ らは結縁の み に終わ るお の で は な く，伝法 として の 伝授であ り，口訣 であ るか らな の で ある 。

それ故に 敬虔な気持ちで 臨む こ とはむろん の こ と， また深 くそ の 修法奥義を知ろ うとすれ ばそ の

儀軌次第 に記 され て い る金剛阿闍梨 と金剛弟子 の 所作 に も通 じなけれ ばな らな い の で あ る 。 し

か しその所作 と言 っ て も一般儀軌に記 され て い る もの に とどまらず，当 の チ ベ ッ ト僧にあ っ ては

常識的なものであ っ て も，吾々 日本人に は実は難儀な もの が多い の である。 例えば ゲル ク派であ

れ ば祖師 ツ ォ ン カ バ の 主著に通 暁 し て お く必 要があ る とい うこ とで ある 。 その 事は また 自国の

日本密教 に も通 じて い な けれ ば な らない と言 うこと で もあ る 。 すなわ ちそれが 優劣 を計る尺度

とな るか らで あ る。しか し，もし こ の 尺度を欠 くときは，い くら優秀で あ り素晴 ら しい と言 っ て

も，それ は単な るチ ベ ッ トかぶ れに過 ぎず，尚またその ような面倒な事 は さて 措 い て ，勢い 真新

しい もの に取 り掛か っ て も，そ の結果た るや不確か な見聞録 に終わ る こ とは 自明の こ とで ある 。

　 ともあれ可能な 限りの 必要条件 を満た して この 種の 調査 を実行する場合，何 よ りも大切なこ と

は以下 の 四 つ で ある 。

1）資料収集の在 り方

2）実修の 必要 と資格

3）灌頂許可 へ の 認識 と心得

4）伝授 と以後の 活動

　こ の 中で も研究者に と っ ては資料収集が何よ りも優先 されな ければ な らな い が，各派に と っ て

も秘伝で あ り，奥義を記す儀軌次第を （しか し最近 こ の 種の もの が全 集 と して収録 され る傾向が

あ る とは言 え）容易に譲与賜る こ とや借用は得難 く，その 入手 には相互 の信頼度な ど，幾つ か の

条件 を満 たす必要 があ り，また永 い 時間を覚悟 しな ければ な らな い で あ ろ う。

　また調査内容が修法の場合，単に傍観者であ る こ とは許されず，自らも実修に加わ らな ければ

ならない の である 。 しか しそ れ には器 ・非器，及 び資格 をも問われ る こ とであ り，特に灌頂及 び

許可 を調査する こ とは 自らが伝授 され T また許可 を賜 る こ とであ るが 故に．確固た る認 識 と心得

が必 要で あ る と言 うこ とで ある 。 更 に言えば，伝授 と共に以後 の 宗教活動 の 義務 をも想定され て

お り，単に資料研 究で終わる もので もな い のであ る 。 なお また，こ の種の研 究には少な くとも 10

年を賭 けて，しか も真摯な求道精神を以 て臨む必 要があ る とい うこ とで ある 。 最後 に こ れ らの 儀

軌次第の 終わ りに は導師へ の謝礼 の事が 明記 されて い る こ とも付 け加 えてお こ う。

おわ りに

　チ ベ ッ トにお ける天部の 中，今回は毘沙門と辯才の 二 天 につ き，各派そ れぞ れが独 自の修法儀

軌 を擁 して い る こ とを述 べ たが ，お よそ天部 の 諸天 に限 らず自己 の 本尊 （Sva−adhidevata ）を礼拝

讃嘆 し，勧請し，供応 し，降臨を仰ぎ，願 い を託 し ， 再来を祈願 し，撥遣する こ とは，瑜伽行者

の 最も基本 となる実践 次第で あるが ，そ れ らは若干，未完成に して 未整理の ままで イ ン ドよ りチ

ベ ッ トに伝承 された もの が殆 どで あるが，そ の 後それ らの もの を，プ トン を初め多 くの 高僧た ち
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の 努力によ っ て実際に機能する儀軌作法へ と仕上 げて行っ た跡が明 らか に窺われ，その 儀軌化，

及び更 に発展 させ て行っ た功績は大 きい と言 える 。

　天部 につ い て は，今回紹介した二 天以外 にも日本で馴染みの 大黒天 （Mahakala），聖天 （Garpapati）

な どの 諸天に関する もの もチ ベ ッ トにお い て は立派 な儀軌 を完成 して お り，こ れ らも含め て学ぶ

と こ ろ多 く，将来の研究対象とすべ き興味ある分野 と考え られ る 。 それ は またチ ベ ッ ト人 の 信仰

形態 及び精神文化 を正 しく知る上 で大切 な作業 と考えるか らで ある 。

　尚また私の 僅か 30年の調査の 間に も，ギ ュ メ 全集の 編纂 に尽力 され た ロ サ ン ・ゲ レ師，立体曼

荼羅の 第
一

人者，ギ ュ トウ ・タザ ン の サ ム テ ン ・
テ ン ジ ン 師など，曾て の ラ サ の 気風を持 っ た 高

僧方が次々 と故人にな られ た現況にあ っ て，そ うした正統派の 修法 を記録 に残 し て お くこ とは，

日本 の みな らず当の チベ ッ ト入に と っ て も大切な こ とである と考える の で ある 。

　と もあれ これ らの 儀軌の研究は，
一
種の 宗教的経験学 と経典儀軌の 裏付 けを必要 とする とい う

こ とである。

略号表

『初会金剛頂経』

　　　　 仏説
一

切如来真実摂大 乗現證三眛大教王経

　　　　 Sarvatatha
’
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襯 擁 y伽 α 5齢 α ，　Toh．no ．479．　nya ，　Ota・no ユ12・nya ，大正・

　　 　　 no ．882
，
885

『蔵漢大辞典』

　　　　 北京民族 出版社，1993 年第 1刷

大正

　　　　　『大正新脩大蔵経』大蔵出版株式会社，1928 年 （初版）
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，
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下，密教文化研究所，1983，

　　 　　　1974 年 。

Ota．

　　　　 大谷大学図書館蔵 『影印北京版西蔵大蔵経』。

Toh，

　　　　　『台北版西蔵大蔵経』番号は東北大学西蔵経 目録 に従 っ た。
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